
田辺印刷鮒

古
い
家
並
み
が
現
在
も
残
る
柳
町
、
保
命
水
に
ほ
ど
近
い

場
所
に
佐
渡
さ
ん
の
院
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
年
に
先
代
が

創
業
。
東
信
地
方
で
は
唯
一
、
型
作
お
よ
び
修
理
を
し
て
い

ま
す
も
「
終
戦
後
、
武
道
が
一
時
祭
止
さ
れ
、
そ
の
聞
は
か
ぱ
ん

や
野
球
の
グ
ロ
ー
ブ
の
修
聞
な
ん
か
を
し
て
い
ま
し
た
ね
」

と
佐
渡
さ
ん
は
当
時
の
機

f
を
話
り
ま
す

現
伝
は
、
剣
道
の
竹
刀
や
防
具
な
ど
も
外
国
製
が
多
い
そ

う
で
す
。「
竹
刀
は
、
使
う
竹
も
和
竹
と
決
ま
っ
て
い
て
、
一

本
の
竹
か
ら
三
i
四
本
し
か
作
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
佐
渡

さ
ん
。
ま
た
、
防
共
の
胴
な
ど
に
使
う
革
は
牛
革
、
市
手
(
小

手
}
に
は
鹿
の
本
を
使
い
ま
す
特
に
慨
し
い
の
が
耐
の
部

分
佐
渡
さ
ん
で
も
「
せ
い
ぜ
い
一
日
二
1
三
例
」
と
。

附

に
は
学
校
関
係
者
や
児
宜

・
生
徒
が
多
い
と
の
こ
と
。
終
始

公
さ
く
な
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た

⑫ 

剣道具の製作・修理

手
作
業
の
温
も
り
、
武
具
に
伝
え
る

-
佐
渡
武
夫
さ
ん

(
五
十

一
歳

・
柳
町
)

伝統を守る
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交
通
網
整
備
駅
周
辺

の
再
開
発
な
ど
に
重
点

• 

" -・・・圃・・

般
会
計
予
算
案
捌
億
円

1

4
司

4
月
オ
ー
プ
ン
の
室
内
.
ア
ー
ル
『
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
よ
回
」

匝軍軍彊習~m盛綱蒲

上信越道、用

地買収に努力

-
上
信
越
自
動
車
道

用
地
買
収
に
必
要
な
幅
く
い

打
設
や
境
界
立
ち
合
い
を
全
地

区
で
済
ま
せ
、
四
年
度
の
早
い

時
期
か
ら
用
地
買
収
に
入
れ
る

よ‘
7
進
め
ま
す
。

ま
た
、
一
月
に
は
道
路
公
団

上
刷
工
事
事
務
所
管
内
で
初
め

て
の
本
体
工
事

(太
郎
山
ト
ン

三
月
定
例
市
議
会
ガ
、
三
月
三
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
だ
。
市
議
会
は
三
月
二
十
三
日
き
で
二

十

一
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
す
。
今
回
は
平

成
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
間
四
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
四
十
四
議
案
ガ
提
案
・
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
初
日
の
市
長
施
政
方
針
の
申

か
ら
、
平
成
四
年
度
を
迎
え
る
に
あ
だ
っ
て
、

主
怠
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

事工連聞のlv 
ネンzpa

 
山nnμ 
白
且太道越信上

ネ
ル
「
そ
の
一
」
)
が
発
注
さ
れ
、

ト
ン
ネ
ル
部
分

λ
白
八
十
じ
の

掘
削
は
平
成
五
年
か
ら
の
予
定

と
な
り
ま
す
。

-
北
陸
新
幹
線

マ
中
心
く
い
の
打
設
と
縦
断

・

横
断
測
量
は
一
部
を
除
き
、
延

長
約
七
J
が
終
了
。
測
量
が
消

み
、
計
画
協
議
用
の
図
商
が
絞

っ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
ま

す
。
マ
駅
令
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線

と
の
連
絡
や
信
越
線
、
上
国
交

通
別
所
線
の
相
互
利
用
の
機
能

を
高
め
、
南
口
か
ら
の
利
用
も

容
易
に
で
き
る
よ
う
在
来
線
、

別
所
織
の
駅
は
南
北
自
由
通
路

に
接
続
し
た
僑
上
駅
設
置
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
昨
年
都
市
計
画
決
定
を
受
け

た
駅
南
口
広
場
を
含
め
た
駅
環

状
道
路
は
、
四
年
度
よ
リ
国
庫

補
助
採
択
と
な
る
見
込
み
。
南

口
で
の
駐
車
場
強
備
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

-
道
路
網
整
備

マ
上
信
越
道
の
ア
ク
セ
ス
と
な

る
一
四
四
号
線
周
辺
の
道
路
改

良
工
事
は
、
四
年
度
か
ら
用
地

[2] 広報うえだ4.3.16



圃鴎置震回..  圃圃

-
公
共
下
水
道

三
年
度
末
で
整
備
面
積
八
百

七
十
:
三
普
及
率
三
十
一
%
)

と
な
る
見
込
み
。

マ
南
部
処
理
区
の
若
手
に
つ
い

て
は
都
市
計
回
決
定
ま
で
の
手

続
き
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
和
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

マ
別
所
組
泉
処
理
区
は
都
市
計

画
決
定
な
ど
が
終
わ
り
、
四
年

度
か
ら
本
格
的
に
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

マ
下
塩
尻
ポ
ン
プ
場
は
十
月
完

成
の
予
定
。

-
農
業
集
落
排
水
事
業

仁
古
田
地
区
は
四
年
度
供
用

開
始
を
目
指
し
ま
す
。
下
之
郷

地
区

rは
四
年
度
か
ら
処
理
地

設
の
建
設
を
進
め
、
ま
た
岡
地

区
で
は
処
理
施
設
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

こみのモテル

自治会を拡大

‘モデル自治会によるごみの分別回収

取
得
が
行
わ
れ
ま
す
。

マ
都
市
環
状
道
路
の
回
避
一
四

三
号
線
の
パ
イ
ハ
ス
部
・
分
(
吉

田
地
籍
)
は
、
用
地
訓
長
が
消

み
、
一
部
代
替
地
の
交
渉
に
入

っ
て
い
ま
す
。

マ
上
回
駅
大
忠
一
線
に
つ
い
て
は
、

五
年
度
に
完
成
の
見
込
み
で
す
。

マ
主
要
地
方
道
上
回
丸
子
線
バ

イ
パ
ス
部
分
に
つ
い
て
は
、
下

四
年
度
は
新
た
に
二
地
区
の

新
規
探
択
を
目
指
し
、
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

-
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
な
ど

マ
四
年
度
は
モ
デ
ル
自
治
会
二

年
目
と
し
て
、
さ
ら
に
十
九
か

所
以
上
の
地
区
で
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

マ
下
室
賀
の
最
終
処
理
場
に
つ

い
て
は
昨
年
用
地
取
得
が
消
み
、

早
期
に
公
害
防
止
に
関
す
る
協

定
を
結
び
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

マ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は

四
月
一
日
か
ら
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
も
広

報
、
看
板
な
ど
で
の
啓
発
を
強

め
て
い
き
ま
す
。

マ
河
川
浄
化
対
策
の
一
環
と
し

て
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

-
住
環
境
整
備

之
郷
地
籍
で
一
部
用
地
買
収
に
、

ま
た
、
下
本
郷
地
籍
で
は
三
年

度
で
用
地
測
同
一
一県
を
完
了
す
る
予

{疋
。
-
景
観
形
成

上
回
ら
し
い
街
並
み
を
形
成

す
る
た
め
「
上
岡
市
建
築
物

・

広
告
物
等
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

都
市
景
観
賞
を
削
設
し
ま
す
。

マ
五
年
度
か
ら
内
堀
団
地
の
建

替
事
業
に
新
手
す
る
た
め
、
四

年
度
は
基
本
設
計
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

マ
上
田
市
全
体
に
お
け
る
市
営

住
宅
の
効
率
的
な
建
設
、
建
て

替
え
を
推
進
す
る
た
め
、
再
生

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
も
進

め
ま
す
。

マ
住
宅
団
地
造
成
に
つ
い

て
は

市
内
二
地
区
で
計
画
。
浦
野
地

区
で
は
構
想
の
認
定
を
受
け
次

第
進
め
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま

す
。

上塩尻ポンプ場

3月25日に開通するよ田駅南北通路

[市政テレビ番組“ふれあい上田I

r21世紀へのステップJ(仮題)
上回駅前南北連絡通路、上回リサー

チパー夕、室内プール「アクアプラ

ザ上回」などを紹介します。

3月~~日(土)午後4時
信越放送(SB C)て放映

広報うえだ4.3.16[3] 
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緊急通報装置

300台設置を

-
医
療
体
制
の
充
実

マ
医
療
問
題
研
究
委
員
会
(
昨

年
五
月
に
設
置
)
で
は
、
中
間

報
告
書
を
市
長
に
提
出
。
上
回

市
医
師
会
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー

業
務
の
拡
大
の
実
現
と
そ
の
支

援
、
東
信
病
院
の
施
設

・
設
備

の
紘
充
、
医
師

・
看
護
婦
の
増

員
、
救
急
患
者
受
入
体
制
の
改

善
な
ど
に
つ
い
て
の
国
へ
の
働

き
か
け
は
か
、
実
現
可
能
な
も

の
か
ら
実
施
す
る
考
え
で
す
。

初回v

-
高
齢
者
福
祉
の
推
進

マ
国
の
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
十
か
年
戦
略
」
と
の
艶
ム
ロ
性

を
図
り
な
が
ら
、
上
田
市
に
ふ

さ
わ
し
い
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
「
高
齢
者

保
健
福
祉
総
合
計
画
策
定
委
員

会
」
を
設
置
、
策
定
を
推
進
。

マ
今
年
中
に
は
、
国
の
計
画
を

基
に
多
く
の
市
民
の
意
見
を
反

映
し
た
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
。

マ
平
成
四
年
度
か
ら
寸
在
宅
寝

た
き
り
老
人
術
利
保
健
推
進
事

業
」
に
よ
り
、
訪
問
に
よ
る
歯

科
検
診
事
業
を
行
い
ま
す
。

マ
独
り
暮
ら
し
老
人
、
重
度
の

身
体
障
害
者
な
ど
の
家
庭
内
で

の
急
病
、
事
故
に
対
す
る
「
緊

急
通
報
装
置
」
は
、
平
成
四
年

度
に
三
百
台
を
目
標
に
設
置
券
、

・
障
害
者
福
祉
の
推
進

緊急通報装置は4年度300台設置目標

置層量竃1Hi.... 鰭E薩i暗Iii!

リサーチパー

ク分譲に全力

-
農
林
業
の
振
興

マ
生
産
基
盤
の
盤
備
の
た
め
、

高
速
道
や
新
幹
線
に
関
連
す
る

取
越
堰
や
桝
網
堰
の
全
体
測
量

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

マ
遊
休
荒
廃
農
地
で
、
市
民
農

聞
と
し
て
利
用
で
き
る
農
地
な

ど
を
臨
備
。

マ
「
林
業
山
村
活
性
化
林
業
構

造
改
善
事
業
」
を
導
入
、
別
所

温
泉
森
林
公
園
の
環
境
施
設
繋 上室賀地区では温泉郷削工事に着手

備
な
ど
を
推
進
。

マ
豊
里
中
央
地
区
で
、
ほ
場
整

備
、
農
道
改
良
、
防
災
、
農
業

集
孫
排
水
事
業
を
セ

ッ
ト
に
し

た
新
し
い
農
村
基
盤
総
合
都
備

事
業
を
導
入
し
実
施
。

マ
地
熱
水
開
発
事
業
で
は
、
上

室
賀
地
区
で
温
泉
掘
削
工
事
に

若
手
、
地
域
農
業
振
興
と
活
性

化
に
利
用
す
る
考
え
で
す
。

-
商
工
業
の
振
興

マ
県
営
上
回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

は
分
識
が
開
始
、
今
春
か
ら
工

場
建
設
に
。
残
る
区
間
の
分
譲

に
つ
い
て
も
早
期
誘
致
に
努
力
。

マ
上
一回
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の
中

核
施
設
と
し
て
の

「
浅
間
技
術

形
成
セ
ン
タ
ー
」
は
、
さ
ら
に

県
と
検
討
、
研
究
を
。

マ
東
思
田
林
間
工
業
団
地
第
二

期
造
成
事
業
第
一
工
区
分
は
、

近
く
完
成
、
分
譲
の
予
定
。
第
二

工
区
分
も
早
期
若
手
に
努
力
。

マ
東
山
国
有
林
開
発
構
想
は
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
を
さ

ら
に
研
究
し
て
い
く
考
え
で
す
。

・
雇
用
対
策

マ
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
内
に

建
設
中
の
共
同
福
祉
施
設
は
、

五
月
に
完
成
予
定
。
平
成
四
年

度
は
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を
。

・
観
光
の
振
興

マ
「
ふ
れ
あ
い
の
旦
整
備
事
業
」

は

「
塩
田
の
館
」
が
完
成
に
。

平
成
四
年
度
は
同
事
業
の
最
終

年
度
と
し
て
、
公
園
造
成
と
案

内
板
設
置
事
業
を
実
施
子
定
。

マ
十
四
市
町
村
で
構
成
す
る
、

上
信
越
高
原

・
日
光
両
国
立
公

園
か
ら
宇
都
宮
市
ま
で
の
広
域

観
光
街
道

・
日
本
ロ
マ
ン
チ

ッ

ク
街
道
協
会
に
加
盟
。

分譲が始まった県営上回リサーチパーク

[4) 広報うえだ4.3. 16 

完成間近の「塩田の館J



マ
川
西
支
所

・
向
祖
国
支
所
の
玄

関
に
自
動
ド
ア
を
設
置
、
入
り

口
を
ス
ロ
ー
プ
化
し
、
市
民
会

館
に
は
点
字
プ
ロ

ッ
ク
や
手
す

り
な
ど
を
設
置
。

-
婦
人
問
題

マ
上
田
市
女
性
行
動
計
画
の
普

及
版
の
各
戸
配
布
や
広
報
う
え

だ
「
女
性
の
窓
」
の
ス
ペ
ー
ス

拡
大
な
ど
に
よ
る
啓
発
、
講
座

の
充
実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
児
童
福
祉
の
推
進

マ
要
望
の
強
い
保
育
相
談
事
業

を
東
部
保
育
閤
保
育
セ
ン
タ
ー

で
充
実
を
。

マ
芯
朽
化
の
著
し
い
嵐
尻
保
育

園
の
改
築
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

289億1.588万7千円

入歳出歳

マ
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
、

新
聞
地
区
に
建
設
中
の
大
星
一
児

童
セ
ン
タ
ー
を
四
月
に
開
館
3

・
同
和
対
策

マ
学
校
や
企
業
、
地
域
社
会
で

の
同
和
教
育
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

E翠醤彊翠盛置圃・・・

アクアフラサ

4/12にオーフン

-
学
校
教
育

マ
西
祖
国

・
別
所
統
合
小
学
校

の
建
設
は
、
予
定
地
の
山
白
地

区
の
問
・
意
が
得
ら
れ
、
今
後
も

実
施
計
画
に
沿
っ
て
若
手
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

/ 

市 税
152億7，740万円

財産収入
21億9，088万円

国庫支出金
19憶7，279万円
諸 収 入
171意8，319万円

地161意方3受付税←ー ，000万円一時

そ の 他
601意6，162方円

、h

大星児童センター完成予想図

民 生 費
57鎗1，962万円

教 育 費
41i意8，621万円

土 木 費
391意6，172万円

商 工 費
371意2，965万円

公 f藁 費
29億 1，772万円

総 務 費
29億 715万円

そ の 他
54憶9，382万円

¥ 、、 __. 

マ
第
四
中
学
校
第
二
校
舎
の
全

面
改
築
は
、
平
成
四
年
度
二
学

期
か
ら
新
校
舎
で
授
業
が
で
き

る
運
び
に
。

マ
外
国
人
登
録
者
の
増
加
に
伴

い
、
小

・
中
学
校
へ
就
学
す
る

児
童

・
生
徒
の
日
本
語
教
育
の

必
要
性
か
ら
、
外
国
人
講
師
を

依
頼
し
、
週
一
回
開
制
度
の
日
本

語
教
室
を
開
設
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

-
社
会
教
育

マ
生
漉
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
生
礎
学
習
基
本
構
想
策
定

委
員
会
の
報
告
の
後
、
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
く
考
え
で
す
。

・
上
回
城
跡
公
園
の
整
備

マ
「
上
回
城
跡
張
備
基
本
計
画
」

に
沿
う
て
、
本
丸
椴
門
の
復
元

しゅんせウ

掘の波漆も行っている上回城跡

を
平
成
三
年
度
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

城
跡
整
備
築
地
の
前
提
と
な
る

発
摘
調
査
も
計
画
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

-
体
育
の
振
興

マ
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

水
に
親
し
み
、
健
康
増
進
を
図

れ
る
室
内
プ

l
ル

「
ア
ク
ア
プ

ラ
ザ
上
回
」
が
三
月
末
に
完
成
。

平
成
四
年
度
は
、
室
内
プ

l
ル

隣
接
地
に
親
水
公
園
を
建
設
。

マ
自
然
運
動
公
閣
に
隣
接
す
る

室
内
多
目
的
運
動
場
が
三
月
末

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

円

v
県
営
野
球
場
の
移
転

・
建
設

は
、
県
で
平
成
四
年
度
以
降
に

本
体
工
事
な
ど
に
着
手
す
る
予

定
。
下
之
条
、
上
田
原
地
籍
を

候
補
地
と
し
て
、
地
元
に
説
明

会
を
開
催
中
で
す
。

木造建築の室内多目的運動場

広報うえだ4.3.16 (5] 



職のかた

毎年、 3月から4月にかけて、会社などで

は就職・退職のシーズンです。それに伴って

国保(国民健康保険)も、加入や脱還をしな

ければなりません。ここでは、就職者・退職

者の国保の加入と脱退について紹介します。

加入・脱退の
手続きは14日以内l之

体を動かすことも健康には必要です

保
険
加
入
が
義
務

国
民
は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
医
瞭
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。国

保
の
強
制
適
用

社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
強
制
的
に
国
保
(
国
民

健
康
保
険
)
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国保(国民健康保険〉

の加入者ガ就職

世
帯
主
は
届
け
出
と
納
税
を

家
族
の
国
保
加
入
や
脱
退
は
、
世
帯
主

が
必
ず
十
四
日
以
内
に
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
す
る
時
期
に
届

け
出
を
し
な
い
と
、
後
日
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
保

税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な

リ
ま
せ
ん
。
(
そ
の
聞
に
受
診
し
て
い
な
く

て
も
、
国
保
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
)

ま
た
、
国
保
税
は
、
世
帯
主
に
課
税
さ

r》
ウ

}
2〈
r〉
〉
〉
〉
〉
、
r
p〉
〉
、
〈
r
J〉
〉
首
《
〈
r
p、
5
、
〈
〆
〉
、
f
，

れ
、
世
帯
、
王
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
e

残りの家族は、

国保加入のまま

国保の対象世帯

ではなくなる

広報うえだ4.3.16 (6) 



退

国
保
税
の
計
算

-
所
得
割
額

(
前
年
四
分
の
所
得
額
が
対
象
)

聞
一
資
産
割
額
(
当
年
度
分
の
土
地
・
家
屋

に
か
か
る
固
定
資
産
税
額
が
対
象
)

-
均
等
割
額
二
人
当
た
り

一
万
王
百
円
)

・
平
等
割
額

(
一
世
帯
当
た
り
一
万

一
千

円
)
以
上
を
合
計
し
て
計
算
し
ま
す
。
(
最
高

限
度
額
は
、
現
行
で
四
十
四
万
円
で
す
)

• 就職国保の届け出(14日以内に届け出ること)

こんなときには届け出を 持 ち 4m 

他の市.区町村から転入してきたと.
印鑑・(国保の保険証)

国 き

保 他の社会保険などをやめたとき 印鑑社会陥格喪失問 l
〈会社などをやめたとき〉 (00保の保険証)

加

入 子どもが生まれたとき 印鑑・国保の保険証

国
他の市区町村へ転出するとき 印鑑 ・国保の保険証

f呆 他の社会保険などに加入したとき 印鑑・社会保険資格取得誌明書・
を
〈会社などへ勤めたとき〉 国保と(社会保険など)の保険証

目党

遅 死亡したとき 印銭・国保の保険証

退職者医療制度に該当したとき 印銭・年金証書

そ
住所 ・世平等主・氏名などが変わっ

印鑑 ・国保の保険証
たとき
σ〉

印鑑・使えなくなった保険証・身保険証をなくしたとき、汚れて使

えなくなったとき 分を証明するもの(免許証など)

他 修学のため子どもが他の市区町村

に下宿する とき
印鑑・国保の保険証・在学証明書

※( )は、現在お持ちのかたのみ該当します。

国保の加入や脱退の手続きは、

会社などでは行いません。

社会保険などの任意継続(2年間〉

(勤め先へ申し出てください)
任意継続が終了したら

j本人1割
自己負担 1
l;家族3割(入院2割〉

老齢年金受結者などで

70歳未満の人

老齢年金受給者以外の人で

70歳来満の人

!本人2割
自己負担l家族3割(入院2割〉

自己負担 {本人3割
-，，-l家族3割

/老人保険制度により1
70歳以上の人| | 

l自己負担は少額です/

届
け
出
は
市
民
課
・
各
支
所
ヘ

世
帯
主
か
家
族
が
届
け
出
を
/

※
自
己
負
担
は
、
患
者
が
医
療
機
関
へ

支
払
う
医
療
費
の
負
担
割
合
で
す
。

(7) 広報うえだ4.3.16
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育児と仕事の両立で
充実した生活を/

! 育児休業制度スタート=~腕回日開寸|

この法律|立、満1i援に満たない子を養育する

労働者が、育児のために休業できることを主な

内容としています。育児休業は、これまで現女扉

用機会均等法において、事業主が女性労働者に

対レて行う、努力義務、とされてきまレた。し

かい、今回の新しい法律により、育児休業は男

・女労働者に対して、権利とレて認めら

れることになったのです。

また、この法律は、育児休業をしな

い労働者に対レて、勤務時間の短縮な

どの措置を講ずることも、事業主に義

務づけています。

新法で男女に認められた権利

30人以下の事業所適用を猶予

育児休業法は、平成4年4月1日か

ら施行されますが、施行に向けて事業所では、

就業規則の見直しなどが必要になります。なお、

常時30人以下の労働者を雇用する事業所では、

平成7年3月31日までの 3年間、この法律の権

不IJと義務規定の適用が猶予されます。

育児休業法は、仕事と家庭の調和を図るため

に、環境整備の一環として成立しまレた。この

法律を契機に、仕事と家庭の調和について、よ

り一層関心が高まることが期待されます。

近年、女性の職場進出は著しいものがあリま

す。勤続年数も年々伸び、就業分野も拡大する

など、女性の活躍は、わが国の経済社会に欠く

ことのできない存在です。また、女性の就業に

対する意識も、ライフスタイルの変化や家事労

働の軽減などによリ、就業意欲が向上するなど

大きく変化レてきています。

レかし、仕事を続けたいと希望する女性の隙

害としては、「育児」が最も大きなもの

として挙げられています。

働きやすい環境づくりを推進

このような状況のなか、女性労働者

がその能力と経験を生かし、仕事も家

庭も充実した生活を営むことができる、

働きやすい環境づくリを進めることが

重要となっています。

特に、育児と仕事との両立を図る制度として、

「育児休業制度」に対するニーズが高まってきま

した。また、女性の活用を積極的に行う企業が

増えているなかで、女性労働者の定着確保のた

めに、育児休業制度を導入する企業が増えてき

ました。

このような背景のもとで、育児休業制度の法

制化を求める声が広がり、平成 3年5月、「育児

休業等に関する法律」が成立レたのです。

心
身
と
も
に
健
康
な
人
づ
く

り
に
活
躍
す
る
心
理
学
者

・
有

吉
実
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

内
容
は
「
過
労
死
の
予
防
法
と

チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

。
参
加

は
無
料
で
す
。

マ
と

き

三

月

二
十
二
日
側

午
後
七
時

マ
と

こ

ろ

川

西

公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
川

西
商
工
会
(
宮
@
2
0
3
3
)

内側
ダ
y

ス
ト
レ
ス
た
ま
っ
T

V
ま
せ
ん
か
|
|
E
|

婦
人
週
間

4
月
刊
日
j
旬
日

個女t
'生と
岳男?

未
来
形

(8J 広報うえだ4.3.16 



紙
お
む
つ
は
便
を
取
り

「
燃
え
る
み
」

ヲR令

、ー

-
?
F
F'
 

、.EれU
屯

.

曾灰は完全に火を消し、袋や

箱tこ「灰」と書いて

ム

お知らせ ア・弓・ヵ.，(， .ト

_~ I内、判jミ_， 1!y 

"，.~酔~ ~'・.ニ~\...事ila. ..~必
令不燃物処理資源化施設には、便つきの紙おむつ

が混ざり困 ります。燃えるごみとして出 して

四

灰

や

燃

え

殻

は

、
で
き
る
だ

け
庭
先
に
埋
め
て
花
木
類
の
肥

料
に
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

集

Mm所
に
山
す
場
介
に
は
、
火
の

消
え
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら

(特

に
豆
た
ん
て
紙
袋
や
桁
に
は
っ
き
り

「
灰
」
と
表
示
し
、
荷
作
り
を
き
ち

ん
と
し
て
「
燃
や
せ
る
ご
み
の
日
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
，

灰
の
表
示
が
な
か
っ
た
リ
、

袋
グ3

口
が
き
ち
ん
と
結
ん
で
な
い
と
、
作

業
員
が
煩
か
ら
灰
を
か
ぶ
り
、
た
い

へ
ん
迷
惑
で
す
。

ま
た
、
消
火
が
完
全
で
な
い
た
め
、

ご
み
を
た
め
て
お
く
ピ

付
ト
内
よ
り

火
が
出
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

火
事
に
な
り
そ
、
づ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
完
全
に
火
を
消
し
、
き
ち
ん

と
こ
ん
包
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

困

こ
こ
数
年
、
紙
お
む
つ
が
予

軽
に
使
え
る
物
と
し
て
、
た
い

へ
ん
使
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
を
山
す
場
合
は
、
大
使

を
取
り
除
い
て
、
絶
対
に
外
に
出
な

い
よ
う
ニ
ん
包
し
て
か
ら
「
燃
や
せ

る
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
夜
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
に

大
使
つ
き
の
紙
お
む
つ
が
多
く
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
な
い
ご
み
は

不
燃
物
処
理
資
源
化
施
設
で
、
ぴ
ん
、

折
、
鉄
矧
な
ど
を
手
選
別
に
よ
り
資

源
化
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
陀
っ
き

紙
お
む
つ
が
び
ん
や
出
と
い
っ
し
ょ

に
混
ざ
り
、
闘

っ
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
は
熱
効
率
が
高
い
た
め
、

焼
却
炉
を
傷
め
る
原
悶
と
も
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
、
昔
の
よ
う
に
q

ず

〈
H

を
出
し
て
、
布
お
む
つ
を
使
用

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

困

ご
み
の
集
積
所
(
ス
テ

l
シ

ョ
ン

)
は
自
治
会
で
管
理
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他
の
自
治
会

へ
持
っ
て
い
っ
て
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
集
積
所
の
清
掃
な
ど
を
当

番
で
行
い
な
が
ら
、
き
れ
い
に
管
理

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
、
会
社
な
ど
へ
の
出
勤
途
中

な
ど
で
車
の
ト
ラ
ン
ク
か
ら
出
し
た

り
、
京
に
取
っ
た
ま
ま
窓
か
ら
投
げ

て
ゆ
く
姿
を
見
か
け
る
と
と
も
に
、

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
出
す
場
所
は
、
決
め
ら
れ

た
曜
日
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に

必
ず
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
自
治
会
の
自
治
会
・
長

さ
ん
や
衛
生
部
長
さ
ん
、
隣
近
所
の

か
た
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
集
柏
所
は
地
域
の
顔
で
す
。

ご
み
は
出
す
人
の

「人
柄
」
で
す
。

「
わ
た
し
だ
け
だ
か
ら
」
と
か
、

「
ま

ァ
、
い
い
や
」
と
か
い

っ
た
、
ほ
ん

の
縫
い
試
持
ち
が
積
も
り
積
も
っ
て

集
桜
所
を
汚
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思

い
ま
す
の
自
分
の
住
ん
で
い
る
街
を

自
分
の
手
で
台
無
し
に
し
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報うえだ4.3.16 (9] 



園

吋

ス

パ

イ

ワ

守

イ

ヤ
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…

生
活
環
境
課
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ

…
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

…
圃

市

営

・

県

営

野

線

場

A
m

・

…

ヤ

の

ピ

ン

抜

き

機
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無

料

で

お

貸
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マ
補
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容

工
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圃

圃
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月
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マ

と
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附
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打
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マ
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課
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マ
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市
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取
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い

…
線
1
3
8
9
)

…
相
談
く
だ
さ
い
よ
低
所
得
世
帯
優
先
)
…
合
二
階
会
議
室

マ
参
加
資
格

市

た
ま
ま
走
っ
て
い
ま
し
た
。

…

hBE--
-
u
qq
J叶
|

…

…

内
夜
住
で
脂
舗
を
持
つ
人

マ
持
ち

-聞
a.
.
.
.
 ，er-
-tiz-L
IEf-
ぃ

1

.

市
は
、
平
成
一
一
年
六
月
二
ト
七
日

…
」

相

対

繍

年

叫

睡

議

ニ

う

…

圃

し

尿

く

み

取

り

料

金

…

物

印
鏡
、
納
税
証
明
書
、
封
筒

』
施
行
さ
れ
た

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

…

・
7
グ

W
l
v怯
陶
回
一
マ
佐
川
ー一
よ
い

園

口
マ
問
い
合
わ
せ

体
育
課
(
内
線
1

粉
じ
ん
の
ま
の
防
止
に
閲
す
る
法
…

y
l綱
崎
J
闇

輔

お

…
園

が

4
月

か

ら

改

定

に

…

7
5
3
)

律
」
に
基
づ
き
、
昨
年
四
月
一
日
か

…

¥
j司
蹴
鵬
叡
R
H
H
1一
ク

…

四

月

一
白
川
附
か
ら
、
し
尿
く
み
取
…

「

'

一

正

闘
蹴
M
明
週

az--EEF『
f
-
イ

ら
、
積
雪

・
凍
結
の
状
態
に
な
い
道
二

一咽川崎
胆

d
泊
淵
割
μ
…
リ
料
金
が
十
八
口
当
た
り
百
四
十
三
…

園

緑

Am祭
り

と

頒

布

会

路
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
は

…

〓

閏
l
l
砂
川
同
回
国

…
円

(
消
沈
税
を
除
く
)
に
改
定
さ
れ

…
圃

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

…

・1

1

1
11

1

…
ま
す
。

…
圃

苗

木

を

ブ

レ

也

、

ν
ト

の
四
月
一
日
か
ら
は
こ
れ
に
進
反
し
…
圃

重

度

身

体

障

害

者

め

…

こ
れ
は
、
①
昭
和
六
十
二
年
度
以
…
四
月
は
緑
化
推
進
特
別
強
調
月
間
。

…
た
場
合
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
、
十
万

…
圃

…
降
料
金
が
指
え
罰
か
れ
て
き
た
こ
と
、

…
市
で
は
緑
化
を
進
め
る
た
め
、
四
月

…
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

…
・

住

宅

整

備

に

補

助

が

…

②
そ
の
悶
の
物
価
と
人
件
費
の
上
昇

…
寸
一
日

ω、
十
二
日
制
に
「
縁
の
祭

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て

…

今
年
の
夏
以
降
に
重
度
の
視
覚

・
…

率
を
考
慮
し
た
こ
と
、
な
ど
上
田
市

…
り
」
を
開
き
ま
す
。
苗
木
の
無
償
配

一
い
る
皆
さ
ん
、
粉
じ
ん
の
発
生
乞
な

…
肢
体
の
障
害
者
(
一

i
二
級
の
身
体

…
し
尿
汲
取
料
金
検
討
委
員
会
の
答
申
・

…
布
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
出
か
け
〈

…
く
し
、
市
民
の
健
康
と
生
活
環
境
を

…
障
害
者
手
帳
所
持
者
)
の
日
常
生
活
…
を
受
け
て
、
改
定
す
る
も
の
で
す
。

…
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
区
別
に
緑
化
木

…
守
る
た
め
、
今
す
ぐ
ス
パ
イ
ク
タ
イ

…
機
能
の
向
上
の
た
め
に
、
住
宅
(
ふ

…
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
頒
布
会
も
行
い
ま
す
。
ど
の
会
場
で

…
ャ
を
脱
い
で
、
き
わ
や
か
な
春
を
迎

…
ろ

・
便
所

・
居
率
一
な
ど
)
の
技
備

・
一
マ
問
い
合
わ
せ

保
健
子
防
諜
(
内

…
も
、
繰
化
木
、
緑
化
用
品
な
ど
の
即

一
え
ま
し
ょ
う
。

…
改
替
す
る
場
合
、
補
助
制
度
が
適
用

…
線
1
3
7
2
)

い
売
会
も
行
い
ま
す
。

…
マ
問
い
合
わ
せ
農
林
課

(
内
線
1

4
5
5
)
 

A
S
A
 

布頒木レし緑霊山の緑

フcラネタ!II)，;，~ム特別機 判長?山内i l
上田創造館 (ft③1111) 

ハ必・

[>とき 3月20日樹~同31日出
b投影時間 日曜日 ・祭日=午前11

時、午後 l時30分、午後3時の3回

(その他の日は午後のみ2田) [> 

内容 「春の星空と未来の宇宙開発J

[>観覧料 100円~200円

「
県
老
人
大
学
」
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

マ
資
格
お
お
む
ね
六
十
歳
以

上
の
県
内
在
住
者

マ
募
集
人
員

五
十
人
マ
教
室
合
同
庁
令

・
文
化
セ

ン
タ
ー
(
材
木
町
二

マ
申
し
込
み
入
学
願
書
が
高
崎

者
福
祉
課
に
あ
リ
ま
す
。
四
月
十

臼
樹
ま
で
に
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
.

マ
問
い
合
わ
せ

上
小
地

方
事
務
所
厚
生
課
(
包
⑫

1
2
6
0
)

地
域
活
動
指
導
者

養
成
講
座
の
募
集

マ

資

格

主

に
六
十
蔵
以
上
の
県

内
在
住
者
で
養
成
講
鹿
を
終
了
し
た

人
(
若
い
人
も
可
)
マ
募
集
人
員

十
六
人
マ
教
室
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
(
材
木
問
ご

マ
申
し
込

み
受
講
願
書
が
高
齢
者
福
祉
課

に
あ
リ
ま
す
。
四
月
十
日
制
ま
で

に
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
よ
小
地
方
事

務
所
厚
生
課
{
宮
⑫

1
2
6
0
)

[10) 広報うえだ4.3.16
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祉，* 4月11日U:) 1-.1司峨跡公[事IjJljll
~ 
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4月128(11) < ) 

緑化
4月18日(・1:).taUI支所F司(Illj

4月19日(11) !Cl， '11 J母

務本I 
4月25日ω川西公民館
骨f
d玄h三
-lfJ 26日(fI) 上野かri:公民館

子時間は各会場とも午前9時・午後1時(2回}



4月の相談

-

忘

れ

ず

に

受

け

マ

ね

f

…
ム
訟
を
通
じ
て
配
布
し
た
日
僅
表
に
よ

…

金

…

・

県

工

業

技

術

大

学

校

マ

圃

…
り
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で
飼
い
犬
を

…

料

一

圃

圃
犬
A
W
宣

録

と

予

防

注

射

…

連
れ
て
ど
っ
ぞ
。

…

胡

…

聞

受

講

し

マ

み

ま

せ

ん

か

平
成
四
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

…
マ
対
象

生
後
九
十
一
日
以
上
の

…

号

…

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
、
機
械
シ

。$4

…
病
予
防
注
射
を
凹
月
三
日
凶
聞
か
ら
同

…
飼
い
犬
す
べ
て
マ
持
ち
物

「犬

…

登

一

ス
テ
ム
学
科
の
夜
間
コ

i
ス
が
聞
か

の

一

…
二
十
三
日
附
ま
で
行
い
ま
す
。
自
治

…
の
登
銭
粟
・注
射
筒
粟
交
付
申
請
書
」
…

犬

…

れ
ま
す
。

(記
入

・
押
印
)

マ

料

金

別
表

…

…

マ

対

象

技
術
分
野
で
二
年
経
度

…
の
と
お
り

マ
そ
の
他

狂
犬
病
予

…
聞

勤

労

青

少

年

ホ

ー

ム

…

川
実
務
経
験
者
(
事
業
主
の
推
薦
が

一
坊
法
に
よ
リ
、
犬
の
飼
い
主
は
、
年

…
圃

…
必
要
)

マ
期
間

五
月
i
平
成
五

…
一
回
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
往

…
・

4
月

か

ら

め

講

座

ヘ

…

年
二
月

マ
研
修
料

十
二
万
五
千

…
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

…
マ
講
座
名

別
表
の
と
お
り
マ

…
円

(事
業
主
負
担
)

マ
申
し
込
み

一
マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

…
対
象

市
内
に
住
む
か
、
市
内
事
業

…

四
月
二
十
八
日
閃
ま
で
に
県
工
業

…
線
1
3
8
7
)

…
所
に
勤
務
す
る
こ
十
九
歳
ま
で
の
人

…
技
術
大
学
校
講
座
事
務
局

(岱
0
2

マ
申
し
込
み

三
月
三
十
日
開
か

…
6
2
③
5
4
5
5
)

マ
そ
の
他

…
ら
四
月
十
日
倒
ま
で
に
背
少
年
ホ
|
一

申
込
書
は
商
工
課
(内
線
1
4
0
3
)

…
ム
へ
受
講
料
を
添
え
て
ど
う
ぞ
。
電

…
に
も
あ
り
ま
す
。

…
訴
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
時
間
は
午

一

…
後
零
時
三
十
分
か
ら
九
時

マ
受
講
…

…
料

二
千
六
十
円
(
料
理
は
千
四
百

一

…
四
十
円
)。
他
に
利
用
者
協
議
会
費

・

…
村
料
費
マ
問
い
合
わ
せ
勤
労
背

…

…
少
年
ホ

l
ム

(
宮
⑫
7
1
1
7
)

自主納期のかた、口座振替が便利です/

J 
4月3日から始まります

9期

納期限は3月31日です

今月の納税

国民健康保険税

柑 言炎 名 日 時 ~、t:吻n な ど

4月10日(金)

法 律 キ目 談 13: 30-15: 30 予約先は生j官邸

(予約制 ) 4月24日(金) 市役 境線(内線1388)

13: 30-15 : 30 

人権 ・悩みごと相談
4月2日(木) ⑫ 8 
13: 00-16 : 00 

4 生活環境課

土地建物相談
4月9日(木) 1 (南庁舎31，持)

13: 00-16: 00 
。。

農地問題相談
4月1日(水) 農業委員会

8 : 30-17 : 00 (4=庁令2蹄)

11- 政 キId 談
4月13日(月)

西武デパート
10: 00-15 : 00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10 : 00 -15 : 00 社会福祉協議会

法 律 中日 言ji
4月18日(土) 包 ⑫ 2025

10 : 00-正午

法 律 4百 談 4月15日(水)

t予約制 ) 13: 30-15: 00 上回商工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 官 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 中目 3炎 毎週月~土眼目(午前)
i肖貨生活相談 9 : 00-17 : 00 

市
生活環境謀

毎週月~金曜日 (南庁合3階)
交 迎 キロ 3炎

9 : 00-16 : 00 
i生

毎週月~土IIlil日(午前)
F斤
健康相談 室

地 康 牲| 談
9 : 00-16 : 00 (南庁舎2階)

※市民椙談は西庁舎2階から南庁舎3階へ移りました。

※市役所は、第2・4土曜日は閉斤(休み)となります。

項 自 金額

登 録手数料
円

2.100 
狂犬病予 防

注射i肖 ~J'i交付 480 
子 数 干2十

4王犬病予防 2.340 
注射料金

上記料金に{系
70 

る消費従

ノr入s d十 4.990 

勤労青少年ホーム4月開講講座

M~ 座名 日lJ1日 J!Jl f，.I1 回数 定員

茶道(泉下家) 月
4月/13-

20匝l13人911/米

生け花{ぷ月流) 月
4月/13- 20匝|18人9J1/末

生け花(ぷ月流) 火
4 H/14-

20匝l18人9η/米

生け花{社l! 坊) イ〈 4月/16- 20回 18人9月/米

料 .J'IIl 水
4 J-J /16-

14回 18人7月/16

時間lま各講座とも午後6時30分-8時30分

信
州
憾
の
P
R女
性

「レ
デ
ィ
ー
ス
明
」募
集

信
州
博
実
行
委
員
会
で
は
、

同
博
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の

P
R
活
動
を
す
る
「
レ

デ
ィ
ー
ス
幻
」
の
メ
ン
バ
ー
七

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格

県
内
在
住
か

県
出
身
の
十
八
歳
以
上
の
女
性
0

・未
婚
、
既
婚
は
聞
い
ま
せ
ん
。

マ
申
し
込
み

履
歴
書
、
写
真

を
添
え
て
「
干
抑
松
本
市
大
手

一
一
|
四
|
二
四

信
州
博
実
行

委
員
会
事
務
局
」(
宮
0
2
6
3

@
6
8
0
0
)
へ
。
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はるか

・細JII蒙佳ちゃん(3歳)・
U かリ

陽佳梨ちゃん(1歳)

(上常国)

r2人とも砂遊び11好きで、
いつもいっしょ。陽佳梨のほう

は費量近いたずらガ涼しくてJ と

白の広予さん

保健 診 砂
保健予防諜(内線 1374)

4月の乳幼児健康診査

1>受付時間 いずれも午後1時-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりました。また、椛聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

保健センター(市役所南斤舎2階)

健 主p:::;ι， 実施日 生年 月 臼

す3‘ 月
4月3日 3.11. 16-11.30 

4 
4月21白 3. 12. 1-12. 15 

月
4月9日 3. 5. 16-5. 31 I 

10 か
4月28日 3 . 6. 1-6. 15 

l歳6か月
4月15日 2 . 9. 16-9. 30 
4月22日 2. 10. 1-10. 15 

3 歳
4月6日 7じ. 3. 1-3. 15 
4月17日 7じ.

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か 月
4月7日

3. 11. 16-12. 15 

10 か 月 3 . 5. 16-6. 15 

3 歳 4月30日 7C. 2. 1-3. 31 
川西社会福祉センター(川西地区)

4 か 月 3. 11. 16-12. 15 

10 か 月 4月14日 3. 5. 16-6. 15 
1歳6か月 2. 9. 16-10. 15 

小児まひ予防

ポリオ生ワクチンの投与

じ〉対象者 平成3年7月1日から同12月31日までに

生まれた幼児(4歳未満で、今まで1回も受けていな

い、または 1回だけ受けた人も含みます。) 1>投与方

法 6週間以上の間隔をおいて、 0.05meずつ2回投与・

します。 1>接種時間 各会場とも午後1時30分から

21待30分まで b持ち物 母子健康手帳、問診票(赤

ちゃん手帳の中にあリますが、会場にも用意) 1>注

意事項 ①赤ちゃん手帳の中に予防接種前後の注意事

項をご覧ください。②この予防接種と三種混合、麻し

んおよびMMR(麻しん ・おたふくかぜ ・風しん)の
予防接種の時期が同じなので、接種にあたっては間隔

にご注意ください。(麻しんおよびMMRは接種後1
か月間、三種混合は2週間、他の予防接種が受けら札

ません。)

ポリオ(小児まひ)予防接種目程表(春期)

会場 名
桜税日

，t.t 象 I也 区
1副 2悶

オ!~語; ( ffi 入 ・ 成田f ・ J~:I行ET1 . s:1.I'i ;~' 凶 ・ 下~iÎ~

m保健センター 4 5 111 ・ 北"i;~' 山 ・ 材木町r .常入)

月 月 阿部 {下半Ithl町・総J~i:.凶J協・新町・胤.tli
( ilî役所衛庁舎2~普) fflj . 'tl，渓 ・ ，;:~.特田f . 紋が丘 ・ 紛!i{ ・ 紬

10 27 か li:北・草食がli:州・縦二IU

上野が丘公民館
臼 日

例1f・ト . '~2 棋E

川辺町会館
倒 (Jj() 

I11 jU. ~it 111 

病治; (1お7(~11町 ・ 品1 ・ド ・」じ天神町 ・絵j込
alr ' ~ 1坂田r . 本田f ・ 米 Jぶ聞r .大手ar[) 

市保健センター 4 5 
中央{償町 ・i紙型l'田T.lWlTf.袋l町・1玲
場町・l日目T.九崎t!岡f..-1~lur .北大子 }

(市役所南斤合2階)
月 月 北市j(上川原柳田[.ド川原将IIIlIJ.愛広
14 28 |町・|二鍛冶町・然的問f.J-.JlJlll・下旬3

日 日
山 ・柳田f . 新日1 ・ l刈t~ IIIT 'IJJ U ) 

ii;lIJt 

神川地区公炭鉱 (火)(..j<) 1111 IIj 

ニ好町会館 城下

継問符 -r4 5 ij.i 111 
健康センター 月 月

15 29 
川商社会 日 日

111 I吋
制祉センター (本}{翁

※ 1回目と 2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。

三種混合予防接種(予備日)

じ〉対象者 1期=今年の1、2、3月のうち、 2回

しか受けていない幼児(8週間以上間隔があくと受け

られません) 2期=1期終了後、12か月を経過した

幼児 (ただし 5歳6か月未満) 1>接種時間 午後1

時30分から 2時30分まで

保健センター

(市役所南庁舎21;符)

拘回;・北部 ・西者1;.広1Ji...
川辺 ・泉悶 ・事11科 ・盟殿

東宮11.中央 ・城下 ・神川 ・

広岡 ・111商

広蔀ラ;f.~4. 3.16 (12] 
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